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令和 5年度 穂波まちづくり協議会主催 

子どもにやさしいまちづくり講演会 

～子どもと子どもを取り巻く環境を考える～ 

事業報告 

１ 事業実施の目的 

すべての年齢の子どもたちが安全かつ安心して遊び学ぶことができる地域は、大人にとっても

安全で安心できる地域のはずです。また、現代の複雑な社会状況の中で、子どもを被害者にも加

害者にもさせないため、我々も傍観者にならないためには、地域に住む大人同士の絆を強くする

ことが大切です。これらを実現して子どもの健やかな成長を支えるよう、自分たちの関係性や子

どもを取り巻く環境について一緒に考え、地域で子どもを育てることを目的としています。 

 

２ 実施報告 

企画名 

にじいろ CAP講演会 

「子どもにやさしいまちづくり」 

～子どもと子どもを取り巻く環境を考える～ 

実施場所 

会 場：穂波交流センター 大ホール 

住 所：福岡県飯塚市秋松４０８ 

実施日 令和５年５月２０日(土) １０：００～１２：００ 

参加者 ５４名 参加料 無し 

講演者 特定非営利活動法人 にじいろ CAP 代表理事 重永 侑紀 氏 

内容について 

穂波地区の児童・民生委員の方をはじめ、子どもに関わる団体さんや個人の

方など、たくさんの方に参加いただき、皆さん熱心に耳を傾けていました。 

講演の前半では、４月から開設されたこども家庭庁のことや、４月から施行

されている子ども基本法について、とても分かりやすく説明していただきまし

た。何か問題が生じてからの対応ではなく、あらゆる家庭を対象に予防的に関

わっていくこと、このことがこれからの子どもを取り巻く環境づくりの考え方

となるそうです。 

講演の後半は、人間に必要不可欠なものとして、「愛着形成」についてお話さ

れました。 

自分が誰かとつながっている感覚、守られているという安心感の連続が、子

どもの未来を作ります。守られているという安心感は、困ったときに適切な

SOSを発信する力となるそうです。その SOSに対し、子どもにとって適切な

対応がなされるということが、安全な依存先を作っていきます。安全な依存先

の増加は、甘えや依存的な人格形成ではなく、実は社会性をはぐくみ、自立を

促していきます。 
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子ども達の安心安全を作ることが、近い将来、地域の安心安全を作ることに

つながっていくのです。 

最後に、二人一組になり、子どもの SOSに対し、大人の都合ではなく子ども

の立場に立った声掛け練習を行いました。 

すぐに実践することは難しいけれど、大人中心の考え方から、子どもの立場

に立った関わりを意識しながら、子どもにやさしいまちづくりを目指していき

たいです。 

参加者の感想 

・今日はありがとうございました。子どもにも当たり前に権利があるということ

自体、気が付いていませんでした。話したいことを聞いてあげるのは大人も安

心するし自信もついていきます。子どもさんと接する機会はほぼないのです

が、しっかり話を聞いてあげたいと思いました。私は話上手ではないのでこれ

から聞き上手になって寄り添えるようになっていきたいです。 

・とてもよかったです。 

・社会の変化とそれに対する我々の向かい方など、分かりやすく教えていただき、

これから自分の周りを見る目が変わりました。このお話を大人が全員聞けたら

いいなと思いました。 

・現在の子どもを取り巻く状況をもっと知りたいと思い、また子どもが SOS を

発信しやすい環境づくりについても学びたいと思いました。 

・地域で生活する市民として、自分のためにできる周囲への心配り的な行動につ

ながる内容でした。 

・じじばばの存在の大切さを再確認できた。子ども役と大人役の実践が役立った。 

・子どもの権利について理解できた。 

・子どもの言うことに対応することの大切さを知りました。「聞いてほしい」の

だ、ということの大切さを心に留める。 

・「自分の子・孫だけが良ければいい」というのはいけないというお話に共感しま

した。 

・苦しんでいる子どもさん、苦しみ悲しんでいる大人も救うことが、何もするこ

とがないのかと悩みます。言葉掛けの大切さを感じます。 

・孫の養育に役立った 

・子育ては親が責任を持って育てることと思っていたが、今は地域でみんなで育

てようと思う気持ちになりました。 

・知らないことがたくさんあるなあと思いました。繰り返し聞く機会（実践）を

作らないと、身に付かないだろうなあと思います。 

・声掛けの心がけなど、これから気を付けていきたいと思います。 

・今日の講演で聞いたことを、まず身近な子どもたちに実践していきたいと思い

ます。 

・将来は困りごとを持った子どもの役に立てる何か活動をしたいと思っていま

す。とても参考になりました。 

・私の気づいてないことが多い。 

・スライドの資料もカラーだともっとわかりやすかったと思います。先生のお話
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もとてもわかりやすく、法律や行政システムを理解することができました。 

・とてもわかりやすい講演会でした。ありがとうございました。 

・重い内容でした。 

・児童相談所の通報（１８９）の対応など勉強になりました。縦割り行政や地域

の弊害をなくしていかないといけない。子どもに聞いてほしい環境をつくる。 

・とてもわかりやすく、また、そうだなあと共感できるお話でした。 

・地域が子育ての手助けをしていくことの重要性がよく分かった。 

・とても素晴らしい講演でした。たくさんいろんなところで講演してほしいです。

じいちゃん・ばあちゃんの大切な役割を理解しました。 

・私たちがじいじ・ばあばの年代なので、今子ども達の親の考え方につながって

いるかなあ。 

・子ども基本法の成立は知らなかったので、役に立ちました。 

・子どもだった頃の自分を忘れず、子どもと接していこうと思います。 

 


